カフェテリアの課題と現状
C1240724　近藤花保
問題　学外の人にうらやましいと思われるようなカフェテリアの提案

1 共感
先輩のインタビューの中でカフェテリアを挙げていた人の「コンセントがない」という意見で、確かに、勉強する際に充電しながらできれば長時間集中して学習に取り組めるだろうと共感した。
私も実際カフェテリアを利用してみた。
昼食の時間に食堂として利用した際は、メニューが豊富であり、1週間ごとに替わる定食や丼物は味噌汁も付いてくるため学生にとってはありがたい値段となっている。また、「気まぐれメニュー」と少し違った雰囲気のメニューもあり、今週はどんなメニューがあるかという楽しみもひとつある。そして、友達と一緒に食べながら次の講義の時間までゆっくり過ごすことができる場所だと感じた。しかし、昼食を食べるまでの食券を買うための列が昼の時間になるととても並ぶことになる。それに加えて、座る場所を探す時間も有するため、２限目が終わり昼を挟んで３限目がある場合、時間が十分に取れないという課題も出てきた。
空き時間の勉強の場所として利用した際は、グループで行う課題は周りを気にせずに話し合いながら行うことができ、1人で学習する時も小さい音でラジオが流れており、うるさくならない程度でのBGMとなっていて自宅での勉強よりもしっかりと集中して行うことができる環境だと感じた。
他にも、友達と談笑したり待ち合わせの場所にしたりと、いろいろな面で利用できる場だと感じた。

2 課題定義　
ユーザーの顕在的ニーズと潜在的ニーズを考察し次の表にまとめた。
	
	顕在的ニーズ
	潜在的ニーズ

	先輩へのインタビュー
	コンセントがないので欲しい

１階はうるさい
	コンセントがあれば、長時間勉強できもっと利用する
勉強に集中できない

	実際利用して
	昼食としても学習スペースとしても利用できる

食券を買うためにとても並ぶ
	誰でもどの場面でも利用しやすいため、集中力の継続は難しい
もっと工夫した食券の購入方法があると良い



表の潜在的ニーズを踏まえ、学外の人もうらやましいと思えるようなカフェテリアの課題としては、２つ挙げられる。
· コンセントがないこと
· 場所、時間を余裕にとれていない

3 プロトタイプの提案
上記の課題を改善するためのプロトタイプの提案は以下の通りだ。
コンセプトとしては、長時間快適に利用できるカフェテリアとする。
コンセプトを踏まえ、プロダクトは、コンセントのさす部分をテーブルの下に設置し、1つのテーブルごとに2つほど設置する。下の見えにくい場所に設置することで、今までのカフェテリアと変わらない雰囲気も維持できる。また、場所の面ではカフェテリアの要素を少し真似た場所を大学内に設置することや、最近韓国料理のキッチンカーが見られるように、学生を分散させる策をとると良いと考える。
これによってコンセプトである、長時間の学習スペースとしても活用でき、気楽に利用できるため、快適に過ごせる場としてもカフェテリアを利用する機会が増えるだろう。

4 期待される効果
コンセントを目立たない場所に設置することで、長時間の学習に役立ち、見た目や雰囲気も変わらないカフェテリアになるだろう。また、複数の違ったカフェテリアがあることや、キッチンカーという大学内には珍しい設置があることで、学外の人もうらやましいと思える魅力の1つになると思っている。
